
①⿃獣認識AIが⿃獣と判断
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②頭部に照準を合わせてレーザー照射（ 追い払い）

・鳥獣認識AI搭載
・赤外線カメラ / LED機能搭載
・太陽光パネル / 蓄電池搭載
・カメラを複数台搭載 / 視界範囲は360度
・レーザーポインタ機能搭載

・鳥獣認識AIの認識精度向上のために、鳥獣の画像データを収集
・鳥獣認識AIの認識可能距離の検証
・各種機能を搭載した試作品作成

試作段階

・追い払い機能の効果検証
・実用性の検証

実証実験

・製品化・量産化
・市場へのリリース

製品化・ リ リ ース

○アセンブリ・システム開発：株式会社MCP JAPAN
・顧問：ジビエ生産・加工卸会社

株式会社椿説屋(ちんぜいや)創業者 高田健吾
○実証実験：県内農家・狩猟者（予定）


